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対象作物・病害

対象作物：レタス
病害：レタスビッグベイン病
病原：Mirafiori lettuce big-vein virus

(MiLBVV)

レタスビッグベイン病は、土壌中に生息するオルピ
ディウム（Olpidium virulentus）菌によって媒介され
るウイルス病です。ウイルスを持ったオルピディム菌が
根に感染することでウイルスが侵入し、ウイルスの増殖
に伴って、レタスの葉脈とその周辺が退緑する症状とな
り網目状を呈します。症状が激しいものは、生育不良と
なり収穫球が小さくなります。

香川県では、1997年に初発生が確認され、
その後発生面積は拡大傾向にあります。

ビッグベイン病は、冬季に収穫するレタスで発生が認
められ、作型では下図のとおり1、2月の厳寒期どり作
型の発生程度が最も高くなります。

香川県のレタスにおける作型別のビッグベイン病発生程度
トンネル被覆期間

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

無～低 低～中 中 低

微～小発生 微～小発生

多～甚発生

　：定植期

高
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＝土壌の発病助長性診断

診断項目（手順）

番号 診断項目 調査内容

1 MiLBVV量
（対数変換値）

Real-Time PCR法（富山県開
発）によるMiLBVVの定量

2 トレイ利用生物検
定による発病株率

すくすくトレイを利用した採集
土壌の罹病性品種生物検定

3 前年の発病株率 前年の収穫期における発病調査

4 問診 作付け品種、定植時期、防除対
策、過去の発病状況等の問診

土壌生物性診断

土壌理化学性診断

番号 診断項目 調査内容

５ 可給態リン酸量 採集土壌の可給態リン酸定量

６ 交換性Ca量 採集土壌の交換性Ca定量

７ （pH） （採集土壌のpH測定）

８ 水中沈底容積 採集土壌の水中沈底容積測定

１、２、３のどれかの項目を調査。３の場合のみは４の
問診が必須。

５、６、８の項目を調査。7は５、６の代替項目

＝土壌の発病助長性診断
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診断方法の解説

①検定土壌を5ｇ計りとり、検定に供試します。土壌サンプル毎
に2回繰り返しとします。

②富山県開発の検定手順*1に従い、核酸抽出並びにReal-Time
PCRによって土壌中のMiLBVV量を定量します
（K.Momonoi et al. 2015)。定量は、MiLBVVプラスミ
ドを用いた検量線に基づく、絶対定量法により行います。

③土壌１g当たりの量（単位pg）の1000倍値の対数値を算出
します。

1 MiLBVV量（対数変換値）

土壌採集方法：１圃場につき５カ所（対角線採土法：圃場４隅と
中央部）から表層５cm程度を除き、深さ10cm程度までの土壌
をそれぞれ約500ｇ採土します。よく土壌を混和後、各カ所か
ら約100gの土壌をとり、室内で風乾後、2mmの篩を通し、診
断用土壌とします（風乾細土）。また、残りの土壌はセルトレイ
生物検定用の土壌とします。検定まで土壌を保存する場合は、
4℃冷蔵保存とします。

診断方法の解説

①検定土壌を5ｇ計りとり、検定に供試します。土壌サンプル毎
に2回繰り返しとします。

②富山県開発の検定手順*1に従い、核酸抽出並びにReal-Time
PCRによって土壌中のMiLBVV量を定量します
（K.Momonoi et al. 2015)。定量は、MiLBVVプラスミ
ドを用いた検量線に基づく、絶対定量法により行います。

③土壌１g当たりの量（単位pg）の1000倍値の対数値を算出
します。

1 MiLBVV量（対数変換値）

土壌採集方法：１圃場につき５カ所（対角線採土法：圃場４隅と
中央部）から表層５cm程度を除き、深さ10cm程度までの土壌
をそれぞれ約500ｇ採土します。よく土壌を混和後、各カ所か
ら約100gの土壌をとり、室内で風乾後、2mmの篩を通し、診
断用土壌とします（風乾細土）。また、残りの土壌はセルトレイ
生物検定用の土壌とします。検定まで土壌を保存する場合は、
4℃冷蔵保存とします。

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

3

―　130　―



2 トレイ利用生物検定による発病株率

Step1 先の採土法により採集した土
壌約２kgを使います。

根こぶ病簡易生物検定法
（吉本,2001）*2を改変

Step2 すくすくトレイ130cc（１穴）容量に
吸水マットを設置後、施肥済みの供試土壌2kg／
15穴を充填し、レタス罹病品種｢シスコ｣を3粒／
穴播種します。

Step3 20℃定温下に置き、播種後2週間後
に湛水し、4週間後まで継続し、その後底面
給水します。

Step4 播種2か月後に発病株率を調査

３ 前年の発病株率 収穫期に土壌採集地点
に準じて圃場内５地点
各20株以上について発
病株数を調査します。４ 問診

発病株率は、品種の耐病性程度、処理薬剤、定植時期に大きく影響を受け
るため問診を行います。

問診項目 内容

作付け品種 品種の耐病性程度が発病に影響します。

定植時の処理薬剤 定植前後の処理薬剤が発生に大きく影響します。

定植時期 作型により発生程度が異なります（評価時に参照）。
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５ 可給態リン酸量（mg/100g）

①試薬
a 抽出液

硫酸アンモニウム6ｇおよび0.05mol/L硫酸40mLを約1.9Lの蒸留水で
溶解した後、pH3に調整し、2Lに定容します。

ｂ 2.5M硫酸
硫酸約140mLを蒸留水約800mLにゆっくりと加えます。放冷後、蒸留
水を加えて１Ｌに定容します。一度に加えると突沸するので、徐々に加え
ます。可能なら、ドラフト内で行うこととします。

ｃ モリブデン酸アンモニウム液
モリブデン酸アンモニウム40gを熱水約900mLに溶解し、放冷後、蒸留
水で1Lに定容します。

d アスコルビン酸液
L-アスコルビン酸1.76gを蒸留水に溶解し、100mLに定容します。分析
当日に調整します。

e 酒石酸アンチモニルカリウム液
酒石酸アンチモニルカリウム0.27gを蒸留水で溶解し、100mLに定容し
ます。

f 混合発色液
[b]100mLに[c]30mLを加えてかき混ぜた後、[d]60mLおよび
[e]10mLを加えて混合します。分析当日に調整します。

②抽出および調整
(1)風乾細土1ｇに[ａ]200ｍＬを加え、30分間振とうします。
(2)Ｎｏ.5Cのろ紙でろ過します。
(3)25mLメスフラスコにろ液0.5～5mLを採り、蒸留水を適量加えた後、

[f]4ｍＬを加えて、蒸留水で定容します(ろ液の量は、検量線の範囲内にな
るように調整します。)。

(4)25mLメスフラスコに5mg/L標準液を0,1,2,3,4,5mL採り、[f]4mLを加
えた後、蒸留水で定容します。調整した水溶液は、それぞれ
0,0.2,0.4,0.6,0.8,1.0mg/Lとなります。

③定量
分光光度計（下図）に検量線および抽出液を注入して、P吸光度(880nm)
を測定し、絶対検量線法で定量します。

④計算
P2O5(mg/100g)

25mL 200mL 100g
=③濃度(mg/L)×—————×——————×———×2.291*

ろ液(mL) 1000mL 1g
* P2O5/2P=141.95/61.95=2.291 分光光度計
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６ 交換性カルシウム量（mg/100g）

①試薬
a 1M酢酸アンモニウム水溶液(pH7)

酢酸アンモニウム77.08gを約800mLの蒸留水で溶解した後、pH7に
調整し、1Lに定容します。

ｂ 塩化ストロンチウム水溶液
塩化ストロンチウム六水和物(SrCl2・6H2O)30.43gを蒸留水に溶かして
１Ｌにします(Sr:10,000mg/L)。

ｃ Ｃａ標準液
１００ｍLメスフラスコにＣａ1000mg/L標準液30ｍLをとり、蒸留水
で定容します(Ca:300mg/L)。

②抽出および調整
(1)風乾細土５ｇに［ａ］100ｍＬを加え、１時間振とうします。
(2)Ｎｏ.5Cのろ紙でろ過します。
(3)25mLメスフラスコにろ液1～10mLを採り、［ｂ］塩化ストロチウム2.5

ｍＬを加えた後、蒸留水で定容します(ろ液の量は、検量線の範囲内になる
ように調整します。)。

(4)50mLメスフラスコに［ｃ］混合標準液を0,1,2,3,4,5mL採り、［ｂ］塩
化ストロンチウム5ｍＬを加えた後、定容します。調整した水溶液は、そ
れぞれ0,6,12,18,24,30,mg/Lとなります。

③定量
原子吸光分光光度計(下図）に検量線および抽出液を注入して、Ca吸光度
を測定し、絶対検量線法で定量します。

④計算
CaO(mg/100g)

25mL 100mL 100g
=③濃度(mg/L)×—————×——————×———×1.399*

ろ液(mL) 1000mL 5g
*CaO/Ca=56.08/40.08=1.399
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8 水中沈底容積

①試薬
a 1M塩化アンモニウム水溶液

塩化アンモニウム53.49gを適量の蒸留水で溶解した後、1Lに定容します。
②調整

2mmのふるいに通した生土を乾土10g相当量、30mLのビーカーにはか
りとります。 [a]2mlと適量の蒸留水を加えて、軽くかき混ぜます。アスピ
レーターで脱気後、適量の蒸留水を用いて、50mLの有栓メスシリンダーへ
流しいれます。ふたをして、数回振とうし、全体をよく混合した後、蒸留水
で50mLに定容します。

③定量
静置後、沈底容積が安定したときの値を読み取ります。

7 （ｐH）

①調整
風乾細土20gに蒸留水50mLを加えて、1時間振とうします。

②定量
pHメーターは、標準液であらかじめ校正しておきます。
軽く振とうしながら、懸濁液のpHが安定した時点の数値を読み取ります。
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評価方法の詳細な解説

診断項目 ポテンシャルレベル評価基準

１．MiLBVV定量
値（対数変換値）

検出限界以下
0

2.0未満
(log(pg×103/g)

＋3

2.0以上
(log(pg×103/g)

＋5

２．トレイ利用生
物検定による発病
株率

発病株率0%
０

発病株率1％以上～
50%未満

＋3

発病株率50%以上
＋5

３．前年の発病株
率

発病株率10%未満
０

発病株率10％以上
50%未満

＋１

発病株率50%以上
＋２

４-1．問診
（耐病性品種）

前年作の品種：次
頁の耐病性程度が

無か弱の品種
0

次頁の耐病性程度
中の品種

＋1

次頁の耐病性程度
強の品種

＋２

４-２．問診
（定植時の薬剤処
理の有無）

前年作の定植時
処理なし

0

前年作の定植時
処理あり

＋１

診断項目 ポテンシャルレベル評価基準

５．可給態リン酸
量

100mg/100g未満
-1

200mg/100g以上
0

６．交換性カルシ
ウム量

200mg/100g未満
-1

300mg/100g以上
0

７．（pH）
（補完）

pH6未満
-1

pH7以上
0

８．水中沈底容積
14mL/10g未満

-1
14mL/10g以上

0

土壌生物性診断

土壌理化学性診断

評価方法の詳細な解説

診断項目 ポテンシャルレベル評価基準
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５．可給態リン酸
量

100mg/100g未満
-1

200mg/100g以上
0
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８．水中沈底容積
14mL/10g未満

-1
14mL/10g以上

0

土壌生物性診断

土壌理化学性診断

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

4

―　135　―



発病ポテンシャ
ルレベル

評価点数総合計値

１
１，２単独または３と４の組み合わせ合計値と
５または６（または７）の最低値と項目８の

総合計値で2以下

２
１，２単独または３と４の組み合わせ合計値と
５または６（または７）の最低値と項目８の

総合計値で2以上5未満

３
１，２単独または３と４の組み合わせ合計値と
５または６（または７）の最低値と項目８の

総合計値で５以上

レタスビッグベイン病に対する品種の耐病性程度
耐病性 品種

無 シスコ、非結球レタス
弱 ロジック、プラノ

中 ウインレー、アイリーン、ＵＣ－０４２、L13M512

強 シスコビバ、ウインターパワー、ビッグガイ
香川県での累年の品種適応性、耐病性試験結果を受けて判定を行ったものです。
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診断票（例）

【対象病害：レタスビッグベイン病】
採土日：○○○○年 ６月　　日 作成日：○○○○年  9月　　日

１．分析・診断結果

病原 前期作発病程度 %（株率） 10～50(0) 17.0 ビ：項目３＝＋１
菌核%（株率） 10 1.0

(作目・品種・定植日） レタス｢シスコビバ｣2014.10.15　収穫：1/6
トレイ検定 %（株率） １～50（0） 38.1 ビ：項目２＝＋３
MiLBVV密度 pg／g 対数値≦2(N.D.) 0.019（対数値0.28） ビ：項目１＝＋３

×103個／g （N.D.） ー

ー

菌核密度 個／乾土10kg （N.D.） 2
理化学性 pH（乾土） MiLBVV ≦6.0 7.0 ビ：項目７＝0

根こぶ病 ≧7.2 図-1　病原要因分析チャート
EC（乾土） mS／cm 0.4～0.8＊ 0.15 低い
CEC cmol／kg ≧15　根こぶ　<8 ー
交換性Ca mg／100g MiLBVV<200,300 423 ビ：項目７＝0
交換性Mg mg／100g 30～40＊ 36 適正
交換性K mg／100g 20～30 60 過剰
交換性Ca／K比 根こぶ病 ≧6 11.8 抑制
可給態リン酸 mg／100g 10～40＊ 307 ビ：項目７＝0

水溶性NO3 mg／100g 1.7

水溶性PO4 mg／100g 4.0

水中沈定容積 ml／10ｇ MiLBVV<14 17.2 ビ：項目７＝0 図-2　土壌理化学性分析チャート
根こぶ病 <12 助長

Fe_o／Fe_d % 根こぶ病 <50 60.4 助長

ただし、水中沈定容積は生土での測定値を示す。ビ：はビッグベイン病、菌：菌核を示す。

2．発病ポテンシャル評価所見

図-３　土壌助長要因分析チャート

レタスビッグベイン病発病ポテンシャルレベル レベル 2

菌核病発病ポテンシャルレベル レベル

アブラナ科根こぶ病発病ポテンシャルレベル レベル －

根こぶ病菌休眠
胞子密度 ×104個／g（顕鏡法）

レタスビッグベイン病の発生ポテンシャルレベル
　診断項目１、２はともに＋２、項目３と４の合計値は＋４となっています。また土壌の理化学性診断でも本圃場は
助長的と判断されていることから、総合計値は＋４となっています。＋２～＋５の範囲に入りますのでがポテンシャ
ルレベルは２と判断します。

過去の発病状況 レタスビッグベイン病：有　　　　菌核病：有　　　　根こぶ病：　ー
前作の防除対策履歴 土壌消毒:無、トップジンM水和剤　1,500倍定植時灌注処理　

診断項目 単位
基準値

（抑制値）
調　査
分析値

判定

元肥の種類・施用量 種類：らりるれレタス（11-7-7）　施用時期：10月　施用量：120kg／10ａ
追肥の種類・施用量 種類：千代田化成（15-14-9）　施用時期：10月　施用量：40kg／10ａ

石灰資材の種類・施用量 種類：畑のカルシウム　施用時期：10月　施用量：120kg／10ａ　履歴：1回／1年

作付け作物履歴（湛水） 前々作物：レタス　前作作物：水稲　湛水：水稲以外はなし
土壌の種類・土性　水はけ 沖積土（灰色低地土）　　水はけ：不良

堆肥の種類・施用量 種類：有機ボカシ　施用時期：10月　施用量：300kg／10ａ　履歴：3　　／　年

レタスビッグベイン病HeSoDiM問診および診断結果表

圃場主名 〇〇〇〇〇 
圃場番号 〇〇〇〇〇 
圃場位置 緯度経度：

pH

EC（乾土）

交換性Ca

交換性Mg

交換性K

可給態リン

酸

前作発病株率

（％）

セルトレイ検

定株率（％）

MiLBVV密度

（対数値）

根こぶ病菌

休眠胞子密…

pH

CEC

交換性Ca

交換性Ca…

⽔中沈定…

Fe_o／Fe_d

ビッグベイン病：定植時の薬剤処

理あり 項目４＝＋１

ビッグベイン病：強耐病

性品種 項目４＝＋２

ビッグベイン病：

助長性判断項目５

～７の最低値

（本圃場では－１

の項目がなかった

ため０）と項目８

の合計

（本圃場では項目

８も0）

診断票（例）

【対象病害：レタスビッグベイン病】
採土日：○○○○年 ６月　　日 作成日：○○○○年  9月　　日

１．分析・診断結果

病原 前期作発病程度 %（株率） 10～50(0) 17.0 ビ：項目３＝＋１
菌核%（株率） 10 1.0

(作目・品種・定植日） レタス｢シスコビバ｣2014.10.15　収穫：1/6
トレイ検定 %（株率） １～50（0） 38.1 ビ：項目２＝＋３
MiLBVV密度 pg／g 対数値≦2(N.D.) 0.019（対数値0.28） ビ：項目１＝＋３

×103個／g （N.D.） ー

ー

菌核密度 個／乾土10kg （N.D.） 2
理化学性 pH（乾土） MiLBVV ≦6.0 7.0 ビ：項目７＝0

根こぶ病 ≧7.2 図-1　病原要因分析チャート
EC（乾土） mS／cm 0.4～0.8＊ 0.15 低い
CEC cmol／kg ≧15　根こぶ　<8 ー
交換性Ca mg／100g MiLBVV<200,300 423 ビ：項目７＝0
交換性Mg mg／100g 30～40＊ 36 適正
交換性K mg／100g 20～30 60 過剰
交換性Ca／K比 根こぶ病 ≧6 11.8 抑制
可給態リン酸 mg／100g 10～40＊ 307 ビ：項目７＝0

水溶性NO3 mg／100g 1.7

水溶性PO4 mg／100g 4.0

水中沈定容積 ml／10ｇ MiLBVV<14 17.2 ビ：項目７＝0 図-2　土壌理化学性分析チャート
根こぶ病 <12 助長

Fe_o／Fe_d % 根こぶ病 <50 60.4 助長

ただし、水中沈定容積は生土での測定値を示す。ビ：はビッグベイン病、菌：菌核を示す。

2．発病ポテンシャル評価所見

図-３　土壌助長要因分析チャート

レタスビッグベイン病発病ポテンシャルレベル レベル 2

菌核病発病ポテンシャルレベル レベル

アブラナ科根こぶ病発病ポテンシャルレベル レベル －

根こぶ病菌休眠
胞子密度 ×104個／g（顕鏡法）

レタスビッグベイン病の発生ポテンシャルレベル
　診断項目１、２はともに＋２、項目３と４の合計値は＋４となっています。また土壌の理化学性診断でも本圃場は
助長的と判断されていることから、総合計値は＋４となっています。＋２～＋５の範囲に入りますのでがポテンシャ
ルレベルは２と判断します。

過去の発病状況 レタスビッグベイン病：有　　　　菌核病：有　　　　根こぶ病：　ー
前作の防除対策履歴 土壌消毒:無、トップジンM水和剤　1,500倍定植時灌注処理　

診断項目 単位
基準値

（抑制値）
調　査
分析値

判定

元肥の種類・施用量 種類：らりるれレタス（11-7-7）　施用時期：10月　施用量：120kg／10ａ
追肥の種類・施用量 種類：千代田化成（15-14-9）　施用時期：10月　施用量：40kg／10ａ

石灰資材の種類・施用量 種類：畑のカルシウム　施用時期：10月　施用量：120kg／10ａ　履歴：1回／1年

作付け作物履歴（湛水） 前々作物：レタス　前作作物：水稲　湛水：水稲以外はなし
土壌の種類・土性　水はけ 沖積土（灰色低地土）　　水はけ：不良

堆肥の種類・施用量 種類：有機ボカシ　施用時期：10月　施用量：300kg／10ａ　履歴：3　　／　年

レタスビッグベイン病HeSoDiM問診および診断結果表

圃場主名 〇〇〇〇〇 
圃場番号 〇〇〇〇〇 
圃場位置 緯度経度：

pH

EC（乾土）

交換性Ca

交換性Mg

交換性K

可給態リン

酸

前作発病株率

（％）

セルトレイ検

定株率（％）

MiLBVV密度

（対数値）

根こぶ病菌

休眠胞子密…

pH

CEC

交換性Ca

交換性Ca…

⽔中沈定…

Fe_o／Fe_d

ビッグベイン病：定植時の薬剤処

理あり 項目４＝＋１

ビッグベイン病：強耐病

性品種 項目４＝＋２

ビッグベイン病：

助長性判断項目５

～７の最低値

（本圃場では－１

の項目がなかった

ため０）と項目８

の合計

（本圃場では項目

８も0）

診断票（例）

【対象病害：レタスビッグベイン病】
日　　月9  年○○○○：日成作日　　月６ 年○○○○：日土採

１．分析・診断結果

病原 0.71)0(05～01）率株（%度程病発作期前 ビ：項目３＝＋１
0.101）率株（%核菌

(作目・品種・定植日） レタス｢シスコビバ｣2014.10.15　収穫：1/6
1.83）0（05～１）率株（%定検イレト ビ：項目２＝＋３

MiLBVV密度 pg／g 対数値≦2(N.D.) 0.019（対数値0.28） ビ：項目１＝＋３

×103個／g （N.D.） ー

ー

2）.D.N（gk01土乾／個度密核菌
理化学性 0.70.6≦ VVBLiM）土乾（Hp ビ：項目７＝0

根こぶ病 ≧7.2

図-1　病原要因分析チャートい低51.0＊8.0～4.0mc／Sm）土乾（CE
CEC cmol／kg ≧15　根こぶ　<8 ー

324003,002<VVBLiMg001／gmaC性換交 ビ：項目７＝0
正適63＊04～03g001／gmgM性換交
剰過0603～02g001／gmK性換交
制抑8.116≧ 病ぶこ根比K／aC性換交

703＊04～01g001／gm酸ンリ態給可 ビ：項目７＝0

水溶性NO3 7.1g001／gm

水溶性PO4 0.4g001／gm

2.7141<VVBLiMｇ01／lm積容定沈中水 ビ：項目７＝0

図-2　土壌理化学性分析チャート

長助21< 病ぶこ根
長助4.0605< 病ぶこ根%d_eF／o_eF

ただし、水中沈定容積は生土での測定値を示す。ビ：はビッグベイン病、菌：菌核を示す。

2．発病ポテンシャル評価所見

図-３　土壌助長要因分析チャートルベレルベレルャシンテポ病発病ンイベグッビスタレ 2
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胞子密度 ×104個／g（顕鏡法）

レタスビッグベイン病の発生ポテンシャルレベル
　診断項目１、２はともに＋２、項目３と４の合計値は＋４となっています。また土壌の理化学性診断でも本圃場は
助長的と判断されていることから、総合計値は＋４となっています。＋２～＋５の範囲に入りますのでがポテンシャ
ルレベルは２と判断します。

過去の発病状況 レタスビッグベイン病：有　　　　菌核病：有　　　　根こぶ病：　ー
前作の防除対策履歴 土壌消毒:無、トップジンM水和剤　1,500倍定植時灌注処理　
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基準値

（抑制値）
調　査
分析値

判定

元肥の種類・施用量 種類：らりるれレタス（11-7-7）　施用時期：10月　施用量：120kg／10ａ
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作付け作物履歴（湛水） 前々作物：レタス　前作作物：水稲　湛水：水稲以外はなし
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堆肥の種類・施用量 種類：有機ボカシ　施用時期：10月　施用量：300kg／10ａ　履歴：3　　／　年
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圃場主名 〇〇〇〇〇 
圃場番号 〇〇〇〇〇 
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定株率（％）

MiLBVV密度
（対数値）
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評価結果に応じた対策技術解説

レタスビッグベイン病に対する品種の耐病性程度
耐病性 品種

無 シスコ、非結球レタス
弱 ロジック、プラノ

中 ウインレー、アイリーン、ＵＣ－０４２、L13M512

強 シスコビバ、ウインターパワー、ビッグガイ
香川県での累年の品種適応性、耐病性試験結果を受けて判定を行ったものです。

レベル レベル別防除技術

1

●レベル評価時の各項目の合計値が0で、過去に
　発病を認めていない圃場の場合
　＝罹病性品種または弱耐病性品種の植え付け
●レベル評価時の各項目の合計値が１以上の場合
　＝罹病性品種または弱耐病性品種＋定植時の薬剤処理
　　または、中耐病性品種の植え付け
●次頁図の耕種的防除の実施

2

●中耐病性品種または高耐病性品種の植え付け＋定植時の
　薬剤処理
　（レベル評価時の各項目の合計値で品種を選択）
●次頁図の耕種的防除の実施

3

●ウイルス密度の低減対策の実施
　・キルパー等の土壌消毒の実施
　・土壌還元消毒等太陽熱消毒の実施
●密度の低減対策の消毒実施圃場
●次頁図の耕種的防除の実施
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留意点等

・耐病性品種の発病抑制効果は、ウイルス密度に大きく左右
さ れることが、圃場試験結果から明らかとなっています。
ウイルス密度が確定または推定できない場合は、定植時の薬
剤処理を必ず実施しましょう。

・今後、新しい知見が得られた場合は、評価基準の変更や
細やかなレベル別防除技術の提案を行うことがあります。
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その他（参考文献、連絡先等）

【参考文献】

*1：K. Momonoi, M. Mori, K. Matsuura, J. Moriwaki and T. 
Morikawa（2015）Quantification of Mirafiori lettuce big-vein 
virus and its vector, Olpidium virulentus, from soil using real-
time PCR． Plant Pathology doi: 10.1111/ppa.12333

*2：吉本 均・前田和也（2001）セルトレイ底面給液によるハクサ
イ根こぶ病菌の菌密度及び病原性の簡易生物検定法．和歌山農林水技
セ研報2：143-148.

*3：岩本 豊・相野公孝・松浦克成（2010）作付け履歴がレタス
ビッグベイン病の発病に及ぼす．関西病虫研報（52)：89-91.

*4：西口真嗣・前川和正・岩本 豊・松浦克成・中野伸一・佐藤 毅
（2014）亜リン酸資材による肥培管理を核としたレタスビッグベイ
ン病の発病抑制技術．植物防疫 68：585-589.

問合せ先：香川県農業試験場 生産環境部門（病害虫）
TEL.087-814-7315（直） 087-814-7311（代）

その他（参考文献、連絡先等）

【参考文献】

*1：K. Momonoi, M. Mori, K. Matsuura, J. Moriwaki and T. 
Morikawa（2015）Quantification of Mirafiori lettuce big-vein 
virus and its vector, Olpidium virulentus, from soil using real-
time PCR． Plant Pathology doi: 10.1111/ppa.12333

*2：吉本 均・前田和也（2001）セルトレイ底面給液によるハクサ
イ根こぶ病菌の菌密度及び病原性の簡易生物検定法．和歌山農林水技
セ研報2：143-148.

*3：岩本 豊・相野公孝・松浦克成（2010）作付け履歴がレタス
ビッグベイン病の発病に及ぼす．関西病虫研報（52)：89-91.

*4：西口真嗣・前川和正・岩本 豊・松浦克成・中野伸一・佐藤 毅
（2014）亜リン酸資材による肥培管理を核としたレタスビッグベイ
ン病の発病抑制技術．植物防疫 68：585-589.

問合せ先：香川県農業試験場 生産環境部門（病害虫）
TEL.087-814-7315（直） 087-814-7311（代）

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

8

―　141　―




